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１．施設の更新・耐震化

老朽化による漏水が多発しており、管路の更
新が課題となっています。また、自然災害に
備えた管路の耐震化を進めていく必要があり
ます。

２．施設の維持管理

中津川市は、広い市域と高低差をカバーして
各ご家庭などに水道水を届けるため、多くの
水道施設を使用しています。
これだけの施設が24時間365日稼働している
ため、維持管理に多額の費用がかかっていま
す。

３．料金収入の減少（グラフ１）

水道事業は、税金ではなく、皆さんからの水
道料金などで経営しています。近年、人口減
少によって料金収入が減少傾向にあります。
また、物価高騰による維持管理費の増加によ
り、運営費を賄い切れていない状態になって
います。

これまでも、継続的に経費削減などに取り組み、年間2,600万円程の経費削減につながりました。
しかし、経営努力のみでは施設の更新や耐震化は困難です。
水道水を安定してお届けし続けるために、水道料金を増額改定させていただきます。

令和８年1月請求分から

水道料金を改定（値上げ）します

将来にわたり安全で安心な水道水 を安定供給するため

水道経営課（☎内線516）

　　料金改定の背景

　令和7年6月市議会定例会に「中津川市水道事業給水条例」の一部を改正する議案を提出し、
水道料金増額改定が決定しました。増額分は、水道施設や管路の老朽化に伴う更新、災害に備え
た耐震化などの財源とします。なお、改定に伴う急激な負担増による市民生活への影響を考慮し、
3年間にわたり年10％ずつ段階的に引き上げます。詳しくは市ホームページをご覧ください。

　  新料金の適用時期
令和7年10月使用分から適用となり、令和8年1月請求分から新料金となります。

　  新料金表
令和7年10月使用分（令和8年1月請求分）から　

料金改定に伴い、５月から６月にかけて、中津川市水道事業の現状・課題、増額改定に至った経緯
などを市民の皆さんに説明させていただきました（12会場、全参加者数225人）。
皆さんからいただいたご質問などへの回答や追加の資料は、市ホームページからご覧ください。

　 住民説明会を行いました

配水池　 117カ所　  　　ポンプ場　86ヵ所

浄水場　 34カ所　  　　　 　水源　  　　40カ所

水道管　 1167．1km

施設・管路の更新に要した費用　約14.1億円

お水をお届けするために係る費用　約22．１億円
※令和6年度決算（速報値）
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給水人口と料金収入

料金収入 給水人口

※R4年度は隔月検針への変更に伴う移行調整のため11カ月分の収入

（億円）（人）

16.5億円

17.1億円
（速報値）

（速報値）

10年間で

0.6億円の減少0.6億円の減少

グラフ１

▲老朽化した管路

▲漏水の多発 　  メーター口径　20ｍｍ　

　  使用水量　1カ月20㎥

　  水道料金（令和８年１〜12月請求分）

　  下水道使用料（改定はありません）

《計算式》
　基本料金2,057円＋
（従量料金10㎥×96.8円
　＋10㎥×133.1円）

《計算式の詳細》
基本料金2,057円に加え、1カ月
の水道使用量に対する従量料金
は、20㎥のうち、
　1～ 10㎥までは96.8円
　11～ 20㎥までは133.1円
になります。

水道料金計算方法の例

　 今後の整備計画（令和7年度～ 16年度）

老朽施設更新（機械・電気・計装設備） 43.9億円

老朽施設更新（配水池） 2.7億円

施設耐震化 7.8億円

ポンプ場更新 6.6億円

遠方監視機器更新 4.2億円

管路耐震化 2.0億円

老朽管路更新 53.9億円

道路改良事業などに伴う水道管路改良 6.6億円

浄水場浄水機能改善 2.1億円

３年目

改定後

30%

1,716円

2,431円

7,436円

11,726円

21,879円

33,891円

82,797円

144,144円

114.4円

157.3円

193.0円

228.8円

1,287円

２年目

経過措置２

20%

1,584円

2,244円

6,864円

10,824円

20,196円

31,284円

76,428円

133,056円

105.6円

145.2円

178.2円

211.2円

1,188円

１年目

経過措置１

10%

1,452円

2,057円

6,292円

9,922円

18,513円

28,677円

70,059円

121,968円

96.8円

133.1円

163.3円

193.6円

1,089円

改定前

1,320円

1,870円

5,720円

9,020円

16,830円

26,070円

63,690円

110,880円

88.0円

121.0円

148.5円

176.0円

990円

請求年月

改定率

メーターの口径

13mm

20mm

25mm

30mm

40mm

50mm

75mm

100mm

段階水量

1～10㎥

11～20㎥

21～50㎥

50㎥～

15分ごと

1カ所につき

消防の演習用に使用した場合（1消火栓につき）

１㎥につき

基
本
料
金

従
量
料
金

～令和７年12月 令和８年1月〜12月 令和９年1月～12月 令和10年1月～
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＝4,356円/月（税込）

水道料金の見直しによって、料金収入が41.4億円増加します。それを財源に、水道施設の更新や耐震化を進め
ます。なお、管路の更新や耐震化の際には、補助金を積極的に活用し、借金（企業債の借入）を増額します。

管路更新目標

7㎞/年

令和８年１月請求分から  水道料金を改定（値上げ）します


